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は じ め に
筆者らは東南アジアにおける生薬の予察 (1966年11月)に際し,シンガポールでスマ トラ安
息香の工場を見学する機会を得て,各種の標品の分譲を受け,タイ国内ではシャム安息香の市
場品を入手 し, その実態の一端を知ることができたO 元来安息香は Styrax属植物の樹幹に






薬である｡ 日本薬局方には第 7改正日本薬局方Ⅲ部 (1961年)までアンソッコウ (安息香)の
*京都大学薬学部
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には "Almond"が単品として輸入され る こ



















































ド (例えば "Keybrand","Shuttlecockbrand" など) をつけて輸出する｡ なおこのような
成形品も高級品はほとんどが欧米諸国向けで,日本向けのものは中級品以下のものが多 く,本















Ⅲ 安 息 香 の 晶 質
スマ トラ安息香,シャム安息香の品質を明らかにすべ く,日本薬局方の各種試験,薄層クロ
マ トグラフィー,ガスクロマ トグラフィーなどにより比較検討を行なった｡対照品には京都大
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の結果では Benzoicacid,Vanilin,Cinnamicacid の存在が認められ Benzoicacid の含量
比が Cinnamicacidより多 く,呈色反応,昇華物の形状, その他の性質もすべて文献のシャ
ム安息香と一致する｡
Ⅰ[ 考 察
今回の調査の結果, 現在のスマ トラ安息香, シャム安息香の 性状, 品質をおおむね明らか
にすることができたが, 従前, いろいろの成書にはスマ トラ安息香 は採集植物の 樹齢によっ
て樹脂の形状,品質に相違があり,樹齢 6- 7年から9-10年のものから得た樹脂が最良品で
"Headbenzoin", さらに樹齢17-20年までのものを "Bellybenzoin"と称 し, 若干かっ色を















香ようの性状を示す Almond,ofgrade(B)のような共雑樹脂を混入したり, また全 く異種
のダマール脂まで混入されているものなどでは現在の定性試験法やシャム安息香との異同識別
の試験法などは全 く不可能である｡なお今回の調査は,スマ トラ安息香については樹脂を生産
する現地ではなく,その加工地であり,主たる取引地であるシンガポールで実施 したものであ
り,シャム安息香についてもタイ国の市場品を入手したものにすぎず,それぞれの樹脂を生産
する母植物の種類,分布,産地の確認,樹脂の採取法,調製法などに関しては不明な点が多 く
残されている｡今後機会があればこれらの調査 ･研究を完成し,安息香の実態をよりいっそう
明確にしたい｡
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